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月刊 ＡＥＨＡ通信   2021 年７月号 

◆◆◆ 今月の主な内容 ◆◆◆ 

◇トピックス ： 第 17 回評議員会の開催等 

◇主な委員会活動等 ： 第３回 省エネルギー対策委員会 

◇協会インフォメーション ： 今後の行事予定 

◇定点観測データ ： 家電リサイクル法対象４品目引取実績等 

◇溜池ボイス ： 「人間五十年」 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■□■ トピックス ■□■ 
◆第 17 回評議員会の開催（６月 22 日） 

６月 22 日第 17 回評議員会を Web 会議にて開催しました。冒頭、羽鳥評議員が互選により議長に選任され

評議員会が開会。続いて、来賓の経済産業省情報産業課西川課長にご挨拶をいただいた後、伊藤専務理事

より 2020 年度事業報告及び決算報告等に関する説明を行い、以下の議案が原案通り、承認可決されました。 

●議案審議 

第１号議案 2020 年度事業報告及び決算報告の承認について 

第２号議案 指定法人 2020 年度事業報告書及び収支決算書の提出について 

第３号議案 評議員の選任について 

第４号議案 理事の選任について 

報告事項１ 公益目的支出計画実施報告書等の提出について 

報告事項２ 今後の行事予定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「家電リサイクル年次報告書 2020 年度版」発行の案内 

家電リサイクルにおける製造業者等及び弊協会の取組みを「家電リサイクル年次報

告書 2020 年度版」としてまとめました。 

本報告書では、家電リサイクル法制度・リサイクル実績・製造業者等の取組みとリサ

イクル技術および施行後20年の成果等につきまして、データをもとに分かりやすくまと

めておりますので、ご高覧いただければ幸甚です。  

また、本報告書は協会Webサイトに掲載しております。  

https://www.aeha-kadenrecycle.com/effort/#report 

                               2021 年７月６日 

議長・羽鳥評議員 経産省・西川課長（モニター） 
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◆家電製品各種資格認定試験のお知らせ 

来る 2021年９月に開催予定の資格認定試験についてご案内いたします。 
 ７月 20 日(火)から家電製品アドバイザー・同エンジニア、スマートマスタ
ーの受験申請受付を開始いたしますので、受験をご検討いただいている皆さま
におかれましては、ご希望の受験日時と試験会場の確保のため、受付期間中の、
なるべく早い時期に申請されることをお勧めいたします。 
１．受験申請受付期間：2021年７月20日(火)～８月10日(火) 
２．試験期間    ：2021年９月１日(水)～９月14日(火) 
３．試験会場    ：全国約280ヶ所のＣＢＴ専用試験会場 
４．試験科目 
①家電製品アドバイザーの試験科目は「ＡＶ情報家電」「生活家電」の両資格区分ともに「商品知識
と取扱い」と「ＣＳと関連法規」 

②家電製品エンジニアの試験科目は、「ＡＶ情報家電」「生活家電」の両資格区分ともに「基礎技
術」と「応用技術」 

③スマートマスターの試験科目は「スマートハウスの基礎」「スマートハウスを支える機器・技術の
基礎」 

 
※認定センターのホームページに概要などを掲載しています。 

試験実施概要について： https://www.aeha.or.jp/nintei-center/procedure/examination/ 
試験リーフレット：   https://www.aeha.or.jp/nintei-center/uploads/41th_reaf.pdf 

※新型コロナ感染症の拡大状況およびこれに伴う国・自治体による各種指示・施策によっては、 
上記予定を変更する場合がありますので予めご了承ください。 

 
 

◆2020 年度「家電製品 PL センター年次報告書」を発行 

2020 年度の家電製品 PL センターにおける、相談等受付状況や活動状

況をまとめた「年次報告書」を発行し、協会 Web サイトに掲載しました。 

PDF のダウンロード 
https://www.aeha.or.jp/plc/houkoku/pdf/nenji_2020.pdf 
 

 

■□■主な委員会活動等■□■ 
＜家電業務部関連＞ 

◆第３回 省エネルギー対策委員会（６月 24 日） 

2021 年度第３回の省エネルギー対策委員会を Web 会議により、開催いたしました。 

主な議題は以下のとおりです。 

１． 前回議事メモ案の確認 

２． 総合資源エネルギー調査会・省エネルギー・新エネルギー分科会・省エネルギー小委員会及び 

傘下のワーキンググループにおける審議内容の確認 

３． 省エネ家電温暖化防止啓発ＷＧ等の活動報告 

４． エコプロ 2021 出展について 

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/procedure/examination/
https://www.aeha.or.jp/nintei-center/uploads/41th_reaf.pdf
https://www.aeha.or.jp/plc/houkoku/pdf/nenji_2020.pdf
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○第３回 省エネ家電温暖化防止啓発ＷＧ（６月 14 日） 

2021 年度第３回の省エネ家電温暖化防止啓発ＷＧを Web 会議により、開催いたしました。 

主な議題は以下のとおりです。 

１．前回議事メモ案の確認 

２．2021 年度５月アクセス状況の確認 

３．2021 年度期中更新の検討 

 

◆製品安全委員会 

本委員会は、製品ライフサイクル全般にわたる製品安全確保の取り組み、個社では解決の難しい共通課題

についての調査・研究、並びに施策の実施を目的として活動を行っています。 

○第１回 技術法規ＷＧ(６月 10 日） 
１．電気用品安全法の型式区分合理化実現に向けた活動について 

２．今後の製品安全法規制に関する委員会対応について 

３．IoT ガイドライン説明会(5/25)での質問事項への対応について 

○第１回 製品安全委員会運営会議(６月 18 日） 
１．第１回製品安全委員会の議事次第について 

２．電磁波の測定データ更新について 

３．本年度外部委員会への対応について 

４．ＩｏＴガイドラインの今後の対応について 

○第１回製品安全委員会(６月 25 日） 
１．電気用品安全法の型式区分合理化実現に向けた活動について 

２．自工会への「外部給電におけるリスクシナリオ」サマリー提出について 

３．ＩｏＴガイドライン説明会(5/25)での質問事項と今後の対応について 

４．2020 年度(家製協)事故情報分析について 

５．2020 年度ＰＬセンター活動報告 

 

◆ＵＤ技術委員会 

本委員会では、ＵＤ関連のＪＩＳ、ＩＳＯ原案作成委員会に委員を派遣し、業界意見の反映を図っています。 

また、ＵＤ関連に取り組む関係機関との意見交換を通じて政策の動向把握と課題発掘に努めています。 

○第２回ＵＤ技術委員会(６月４日） 
１．家製協ガイド「ＩＣＴ機器連携に関するアクセシビリテイ配慮事項」について 

２．JIS S 0013「高齢者・障害者配慮設計指針‐消費生活製品の報知音」改正について 

３．JIS S 0024「高齢者・障害者配慮設計指針‐住宅設備機器」改正案への意見取り纏め 

○ＵＤ技術委員会事前会議(６月 29 日） 
１．家製協ガイド「ＩＣＴ機器連携に関するアクセシビリテイ配慮事項」について 

２．JIS S 0013「高齢者・障害者配慮設計指針‐消費生活製品の報知音」改正について 

３．第３回委員会議事次第と進め方について 

 

◆ アフターサービス委員会 

本委員会では、長期使用製品の安全点検の効果的、効率的な仕組みや、アフターサービスに係る行政から

の指導事項への対応を行っています。 

○第２回アフターサービス委員会（６月 18 日） 
１． 「エアコン試運転実施」の広報活動取組み状況について 

２． 製品安全総点検月間（11 月）での愛情点検活動の Web 化について 

３． 家製協ＨＰ消費生活センター向け Q&A「修理関連」ページの改訂について 
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◆第 348 回 流通ＥＤＩ標準化推進委員会（６月 16 日） 

2021 年度第 348 回の流通ＥＤＩ標準化推進委員会を Web 会議により、開催いたしました。 

主な議題は以下のとおりです。 

１． 前回委員会議事録（案）確認 

２． 啓発・ＰＲ関連及び商品情報検討ＷＧ活動報告 

３． 次世代ＥＤＩ研究ＷＧ活動報告 

（ＩＳＤＮ終了に伴う調査依頼に関する検討） 

４． 流通企業動向について 

 

＜環境部関連＞ 

◆第 44 回 製品アセスメント委員会（６月 18 日） 

主な議題は以下のとおりです。 

１． 前回議事要旨（案）確認 

２． 2021 年度 事業計画（案）について 

○2021 年度 第１回 家電製品素材構成分析ＷＧ（６月 14 日） 

主な議題は以下のとおりです。 

１．製品アセスメント委員会委員長ご挨拶 

２．委員挨拶 

３．主査・副主査選任 

４．2021 年度 製品アセスメント委員会事業計画について 

５．2021 年度 家電製品素材構成分析ＷＧ活動計画について 

６．今後の進め方について 

７．本ＷＧで検討すべき項目について 

８．2015 年度調査報告書 見直し内容について 

 

◆2021 年度 第２回 家電リサイクル委員会（６月８日） 

主な議題は以下のとおりです。 

１．第３回目の家電リサイクル法見直し審議会について 

２．ワーキンググループの活動報告 

   （１）SY WG 

   （２）システムインフラ対策 ＷＧ 

   （３）普及広報 WG 

   （４）年次報告書作成 WG 

３．令和２年度再商品化等実績について 

４．循環経済パートナーシップ(J4CE)の取組事例応募要請について 

○2021 年度 第３回 普及広報ＷＧ（６月 28 日） 

主な議題は以下のとおりです。 

１．新記事型コンテンツ（案）について 

２．「３秒でえらべる家電の捨て方」のＳＥＯ対策等状況報告 

３．スケジュール・その他 
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＜ＲＫＣ関連＞ 

◆第１回 システムインフラ対策ＷＧ（６月 15 日） 

主な審議、報告事項は以下のとおりです。 

１．センターサーバリプレースに係るアドホックからの報告と審議 

２．郵便局券関連の対応報告 

３．ＩＥサポート終了に伴うモバイルコネクトの対応状況報告  

４．その他報告（インボイス対応について、ＲＫＣ管理端末機能改善等） 

 

◆第３回 ＳＹワーキング（６月 15 日） 

主な審議、報告事項は以下のとおりです。 

 １．2021 年度ＳＹワーキング活動計画（確定版） 

２．指定引取場所の業務削減・効率化 

３．排出者等の利便性向上  

４．指定引取場所の業務品質向上 

５．その他（RKC ホームページリニューアル、他） 

 

＜認定センター関連＞ 

◆次回試験 試験問題検討ワーキング 

１．家電製品アドバイザー、同エンジニアの試験問題（ドキュメンテーション部会） 
試験科目毎に随時ＷＧを実施し、2021 年９月(第 41 回)試験問題の審議を行いました。 

２．スマートマスターの試験問題（スマートマスター推進委員会) 

第２回問題審議（６月 15 日）および第３回問題審議（６月 30 日）を行いました。 

 

◆第 128 回 認定制度委員会（６月 10 日） 

主な報告、審議事項は以下のとおりです。 

１．2020 年度事業結果に関する報告 

２．2021 年９月（第 41 回）資格認定試験の準備状況について 

３．資格更新状況について 

４．2021 年度事業計画について 

 

◆６月度 情報発信・教育部会（６月 21 日） 

今後の試験問題作成や参考書作成の活動スケジュールならびに、今後の情報収集ポイントなどについて 

審議しました。 

  １．第 1 部 

（１）アドバイザー／エンジニア 2021 年９月(第 41 回)試験問題作成スケジュール 

（２）アドバイザー／エンジニア 参考書作成スケジュール 

（３）マイスタディ講座 アクセス状況 

  ２．第２部 

（１）６月情報収集状況 

（２）７～９月掲載「マイスタディ講座 ここが要点」 

 

 

 

 

 



6 
 

＜管理部＞ 

◆家電ハンドブック編集専門委員会（６月９日・23 日） 

2021 年版「家電産業ハンドブック」の第２回（6/9）、第３回（6/23）編集

専門委員会をリモートにて開催しました。第２回委員会では本年度の原

稿ストーリーの方向性の確認、第３回ではその方向に基づき、執筆した

原稿一次案を各委員が読み上げ、内容を審議しました。 

当ハンドブックは賛助会員への配布とし、今後７～９月と編集会議を重

ね、９月末に発刊を予定しています。また、その抜粋版（統計資料編の官

庁発表関連データを主に掲載）は、協会 Web サイトに掲載予定です。 

 

 

■□■協会インフォメーション■□■ 
◆役員・評議員の異動 

 

◆今後の行事予定 
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■□■ 定点観測データ ■□■ 
◆家電リサイクル法対象４品目引取実績（６月度） 

2021 年６月度の４品目の引取実績は、以下のとおりです。   

 

                                  （台数：千台） 

品 目 
当 月 年度累計 

台数 前年比 台数 前年比 

1.エアコン 518 88% 1,114 104% 

2.テレビ 計 316 94% 929 107% 

① ブラウン管式 72 74% 217 83% 

② 液晶式・プラズマ式 244 103% 712 117% 

3.冷蔵庫・冷凍庫 317 85% 876 99% 

4.洗濯機・衣類乾燥機 363 86% 1,067 102% 

合 計 1,515 88% 3,985 103% 

 

（うち指定法人）                        （台数：千台） 

品 目 
当 月 年度累計 

台数 前年比 台数 前年比 

1.エアコン 5 76% 10 90% 

2.テレビ 計 22 99% 64 111% 

① ブラウン管式 6 74% 19 85% 

② 液晶式・プラズマ式 15 116% 45 128% 

3.冷蔵庫・冷凍庫 26 95% 72 107% 

4.洗濯機・衣類乾燥機 9 104% 25 117% 

合 計 60 96% 171 108% 

 

 

◆家電製品ＰＬセンター相談等受付件数実績（６月） 

2021 年６月度の相談受付件数は、81 件（累計 203 件）です。 

詳細は、家電製品 PL センターホームページのインフォメーションを参照願います。 

https://www.aeha.or.jp/plc/houkoku/ 
なお、６月度は、緊急事態宣言を踏まえ６月 20 日まで、相談受付業務を休止しました。 

 

◆家電製品国内出荷額の月別･年度別推移データを更新 

2021 年４月度実績と年間推移を、協会ホームページに掲載しました。 

https://www.aeha.or.jp/about/pdf/shukkasuii202104.pdf 

 

 

 

 

https://www.aeha.or.jp/plc/houkoku/
https://www.aeha.or.jp/about/pdf/shukkasuii202104.pdf
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■□■ 溜池ボイス ■□■ 
◆「人間五十年」 

 

私事ですが、筆者は昨日「還暦」を迎えました。干支は 12 支と思われがちです

が、正確には 10 の干と 12 の支が 60 の組み合わせを形成し、それが一巡して生

年の干支に戻るのが「還暦」です。60 歳が「長寿の節目」とは、今でこそ実感はあ

りませんが、ほんの 100 年前までは、日本人の平均寿命が 50 歳前後だったこと

を考えると、それから更に 10 年も長生きするわけですから、「還暦」は立派な長寿

の祝いです。 
 
「冠婚葬祭」の「冠」が「元服」を意味するほど、昔は新生児・幼児の死亡率が高く、運よく成人してからもまた、日

本の風土病「結核」などの疫病や戦争・災害など、平均寿命を大きく引き下げる障害が多々ありました。今では公衆

衛生も良く、医療技術も進化し、且つ平和な時代ですので平均寿命は男女平均で 84 歳。ただ、その数値はあくまで

「生命維持活動」の平均年数のことです。 
 
人間五十年 下天のうちを比ぶれば 夢幻のごとくなり ― 幸若舞「敦盛」より 

 
生物学上ヒトの老化は 40歳から始まると言います。それは、老化の原因となる活性酸素を抑制する「抗酸化パワ

ー」が、その頃から急激に減少するためです。そして、50歳を過ぎる頃には疾患や障害が著しく現れることから、「人

間五十年」は決して 500 年前の夢幻（ゆめまぼろし）ではありません。「人生 100 年時代」のためには、老化を素直

に受け止め、50 歳までと以降で生活習慣を切り替えることが重要です。 
 
また、身体だけではありません。「老いては子に従え」の言葉どおり、騏驎も

老いては駑馬に劣ります。「若造には未だ負けない」心も大事ですが、眼も耳

も手先も感度は確実に劣ります。大学病院で手術を受けるとして、高齢の名誉

教授と 35 歳の准教授とではどちらに執刀してもらいますか？ 
人生 100年時代、若い人には素直に甘えることも、人生を楽しむ秘訣と思い

ます。 
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